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ご紹介内容

1. 工業技術研究所のご紹介
2. 特許技術のご紹介
① 取替え時が見て分かるカラーインジケーター消臭剤
（昨年度ご紹介）

② 汎用温湿度センサを用いた高精度熱中症危険値測
定方法の開発
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研究所の各技術分野におけるコア技術
技術分野 コア技術

特
化
技
術
分
野

バイオ 醸造、微生物の探索、育種、遺伝子工学

製紙 抄紙、紙物性・品質、古紙処理、リサイクル適正、ＣＮＦ

食品 食品加工、食品評価、微生物制御・利用

環境エネルギー エネルギー生産、リサイクル、精密定量分析

生活製品 人間工学、製品性能評価、デザイン支援、香り設計

光・照明 レーザー加工・制御、シミュレーション・検査、ライティング

基
盤
技
術
分
野

材料 複合化、表面処理、材料加工、分析評価、環境試験

機械 デジタルエンジニアリング、機械加工、精密計測

電子 遠隔監視・制御、計測・センシング、電磁両立性試験
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ものづくりやデザインについて相談窓口を設置し、技術課題への支援活
動を行なっています。
ものづくり産業支援窓口

研究員が直接企業に出向く出張面談
県内各地で開催される催事等での臨時窓口の設置
外部支援機関と連携した課題解決
海外規格に精通した相談員への橋渡し

デザイン相談窓口
商品開発についてアドバイスがほしい
企業の魅力や商品を効果的にPRしたい
デザインの発想、手法や技術を知りたい
ポスター、印刷物、3D-CAD・CGを活用したい

相談窓口（054-278-3028）
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汎用温湿度センサを用いた
高精度熱中症危険値測定方法の開発
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熱中症とは

• 高温環境下で、体温の調節機能が破綻し、体内の
水分や塩分（ナトリウムなど）のバランスが崩れ、発症
する障害の総称

特に高齢者では機能が低下
7



平成30年 熱中症による救急搬送は急増!
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平成30年 熱中症による死亡者は急増！
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熱中症による都道府県別救急搬送状況
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都道府県別人口10万人当たりの
熱中症による救急搬送者数
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年齢別の熱中症による救急車搬送者数
-高齢者がおよそ半数を占める-

高齢者（65歳以上）が最も多く45,781人、次いで成人（18～65歳未満）が
35,189人、少年（7～18歳未満）13,192人、乳幼児（生後28日～７歳未
満）967人の順となっています。

年齢区分（人）
新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者 合計

H26
4 359 5,622 15,595 18,468 40,048

0.0％ 0.9％ 14.0％ 38.9％ 46.1％ 100％

H27
2 503 7,333 19,998 28,016 55,852

0.0％ 0.9％ 13.1％ 35.8％ 50.2％ 100％

H28
4 482 6,548 18,150 25,228 50,412

0.0％ 1.0％ 13.0％ 36.0％ 50.0％ 100％

H29
8 482 7,685 18,879 25,930 52,984

0.0％ 0.9％ 14.5％ 35.6％ 48.9％ 100％

H30
8 967 13,192 35,189 45,781 95,137

0.0％ 1.0％ 13.9％ 37.0％ 48.1％ 100％
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発生場所別の熱中症による救急車搬送者数
-熱中症のおよそ４割が住居で発生！-

発生場所ごとの項目（人）

住居 仕事場① 仕事場② 教育機関 公衆
（屋内）

公衆
（屋外） 道路 その他 合計

H29年
19,603 5,648 1,490 4,037 4,385 7,351 7,131 3,339 52,984

37.0％ 10.7％ 2.8％ 7.6％ 8.3％ 13.9％ 13.5％ 6.3％ 100％

H30年
38,366 10,279 1,980 6,333 8,712 12,185 12,774 4,508 95,137

40.3％ 10.8％ 2.1％ 6.7％ 9.2％ 12.8％ 13.4％ 4.7％ 100％

仕事場①：工場、作業所など ／ 仕事場②：田畑、森林、海・川など

公衆（屋内）：劇場、コンサート会場、飲食店、百貨店など

公衆（屋外）：競技場、駐車場、コンサート会場、駅など
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７～8月が最も熱中症になりやすい！
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熱中症発生の現実

暑熱環境中で横になる高齢者

室温30.3℃ 湿度65.0％

（靴下を履き、毛布を被り寝ている）

暑熱時室内の高齢者
（靴下、毛布）
エアコンを強く拒否
冷風によるリウマチ痛
空調を嫌う高齢者は多い
介護者も説得できない

長
男
が
訪
問
、
冷
房
を
入
れ
て
帰
る
が
・・・
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暑熱環境下における高齢者の特性
温度に対する適応機能の低下

体温調節障害（自律神経機能の低下）
• 発汗量が少ない、排尿調節能の低下

温度感覚の低下
のどの渇き感の低下

持病（リウマチ疾患、投薬、尿失禁…）
経済的価値観（節約、もったいない）
セキュリティ（閉め切った部屋）
・・・など → 対策のための技術開発
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熱中症のなりやすさを示す暑さ指数とは？

熱中症危険値（WBGT）＝0.7WB+0.3GT

（日照のある場合）

3
（日照のない場合）

17



温度だけでなく湿度が重要！
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日常生活に関する指針
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運動に関する指針
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気温と湿度からWBGTを求めるには？
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熱中症の危険性を調べるには？
- 安価で精度良い測定法の開発 -
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簡易測定法の開発

黒球温度計（GT） 湿球温度計（WB）

熱中症危険値（WBGT）＝0.7WB+0.3GT

テーブル法

小型で安価な汎用（エアコン等）の温湿度センサ
を用いた精度の良いWBGT測定法の開発。

汎用温湿度センサ

+ ⇒× ×

○

×
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湿球温度とWBGTの予測方法（特許第5578463号）

乾湿球公式を用いた収束計算により、気温(℃)と
相対湿度（％）から湿球温度を求める近似多項
式を作成。これにより、湿球温度は不要。
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開発した簡易計測法の精度(テーブル法との比較)

±0.7

開発方法は、テーブル法に比べ、精度良好
誤差は±0.7以内
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熱中症の危険性を知らせる！
-簡易熱中症計の商品化-
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介護現場であった状況

H20.8.21
深夜未明にアラーム音
個室内が熱中症 厳重警戒
職員が直ちにエアコンをつける。
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ユーザーの意見を集約すると・・・
ターゲットは?!
高齢者(在宅介護、健康な高齢者) ⇒ 最も重症化
労働者(建設、食品工場、倉庫)
学生（体育館、武道館）

できるだけ単純に、安価に！
誰を守るために、誰が使用する?!
例えば在宅高齢者の場合、使用するのは介護者
被介護者の危険性が把握できる。
対応策（駆けつける、電話する、冷房する）

例えば健康な高齢者の場合、使用するのは本人
健康維持（自己管理）の室内環境モニター
（乾燥注意や快適温度等：多機能化）
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市場における開発製品の位置付け
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技術開発が出来ても、商品化が出来ていない一例です。
どのように企業に提案し、どのように展開させて行けば良
いのか？研究員には難題です。

製品企画・販売のできる企業が見つけられない。
社会的意義があっても商品として収益が上がるか
分からない。（特に福祉／環境分野）

是非、ご活用ください！

ご検討の程、よろしくお願い致します！

工業技術研究所
電話：054-278-3002 ＦＡＸ：054-278-3066
メール：sk-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp
ホームページ：https://iri.pref.shizuoka.jp/
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称：
湿球温度とＷＢＧＴの予測方法、ＷＢ
ＧＴ計、および熱中症危険度判定装置

• 登録番号：特許第5578463号
• 出 願 人 ：静岡県
• 発 明 者 ：櫻川智史、鈴木敬明、

易強、岡田慶雄
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お問い合わせ先

静岡県工業技術研究所

企画調整部

ＴＥＬ０５４－２７８－３０２８

ＦＡＸ ０５４－２７８－３０６６

e-mail sk-kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

URL http://www.iri.pref.shizuoka.jp/
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